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価した。実験に用いたすべての画像は，歯科疾患を検査するた
めに標準の撮影プロトコルおよびポジショニングで撮影された。
　下顎皮質骨の厚みが薄い 28 症例を含む 138 症例のデータ
ベースを皮質骨の厚み計測スキームに適用したとき，皮質骨
の厚みが薄い患者を識別する検出率（感度）は 96.4％，特異
度（検査の性格を決める指標の一つで，ある検査について「陰
性のものを正しく陰性と判定する確率」として定義される値）
は 87.3％であった。
　頸動脈の石灰化を含む 34 症例のデータベースを頸動脈石
灰化の検出スキームに適用したとき，石灰化の検出感度は
93.6％であり，1 画像あたりの偽陽性数は 4.4 個であった。
　上顎洞に異常のある 32 症例を含む 56 症例のデータベース
を上顎洞炎の検出支援スキームに適用して差分像を生成し，3
人の歯科放射線科医が差分像を用いて上顎洞を診断したとき，
上顎洞の異常の検出感度は 89.6％，特異度は 73.6％であった。
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　2009 年 6 月に文部科学省の地域活性化のための産学官連携
促進事業【都市エリア（発展型）】として岐阜県が新規採択さ
れ，3 年間のプロジェクトとして本研究プロジェクトがスター
トした 31）。平成 23 年度は最終年度にあたり，過去 2 年で開
発したシステムの臨床有用性の評価を目的として，岐阜県歯
科医師会の協賛による複数の開業歯科医院での臨床評価や，
歯科系大学病院におけるフィールド評価を実施中である。ま
た，汎用のパーソナルコンピュータ上で動作するコンピュー
タ支援診断システムの開発の他に，歯科用 PACS システムと
の連携システムや遠隔診断の一機能として全身疾患の診断支
援を行うサービスも検討しており，第 97 回北米医学放射線学
会（RSNA2011）でそれらのプロトタイプシステムのデモンス
トレーションを計画中である。システムのユーザインタフェー
スやアルゴリズムの改良を行い，年度末の実用試験機の完成
とその実用化を目指している。
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　以上，われわれの研究室でいま開発中の CAD システムを中
心に解説した。これらは当研究室における CAD 開発のほんの
1 例であり，さらなる広い CAD システムの開発状況について
は，例えば文献 32）を参照されたい。CAD の実用化には薬事
承認という高いハードルも存在するが，今後，CAD は臨床で
必要不可欠な有用な道具であることは間違いなく 33），CAD の
益々の発展を願うものである。
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　本稿で紹介した諸研究は，産学官の多方面からの多くの共
同研究者ならびに関係者の多大なるご協力により達成できた
ものであり，ここに深甚なる感謝を表します。なお，一部は，
文部科学省科学研究費補助金・新学術領域「医用画像に基づ
く計算解剖学の創成と診断・治療支援の高度化」（平成 21 年
度～平成 25 年度），文部科学省知的クラスター創成事業（岐阜・
大垣地域）「ロボティック先端医療クラスター」（平成 16 年度～
平成 20 年度），および文部科学省地域イノベーション戦略支
援プログラム（都市エリア型）・岐阜県南部エリア「モノづく
り技術と IT を活用した高度医療機器の開発」（平成 21 年度～
平成 23 年度）によって行われました。
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図 6　歯科パノラマ X 線写真における CAD システムの開発
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